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館史の時代区分を, 貴族文庫時代, 武家文庫時代, 公共図書館時代と考へ






































































単独文化時代・・・・大 和 時 代・・・・
上古史
基礎文化時代・・・・飛 鳥 時 代・・・・
建設文化時代・・・・奈 良 時 代・・・・ 中古史
上代史
拡充文化時代
公家文化時代・・・・平 安 時 代・・・・ 近古史
僧侶文化時代・・・・鎌倉室町時 代・・・・ 中世史
武家文化時代・・・・江 戸 時 代・・・・ 近世史
































































































握されなければならない｣18) と述べて, 続けて ｢わが国にはじめて西欧の
近代図書館を紹介したのは, 福沢諭吉の 『西洋事情 初編』19) である。(…
中略…) 西欧の進歩した文明の総体におよぶのを特色としており, ｢文庫｣
の一項を設けたのも, ｢ビブリオテーキ｣ が ｢万国の書皆備わり, 衆人来
りて随意に之を読む｣ ことができるわが国の近世的文庫とは異質の文明の


















響を受けつつ, 近世の ｢文庫｣ とは ｢断絶した所から発生した｣ ものであ


























































蔵書 (文庫の蔵書は維新後, 中央, 地方の公官庁や諸学校, 各種団体等に









書館文化史｣ 私考｣ において ｢確かに近代と前近代との間にさまざまの違
いがあることは明らかである。例えば近世, 従来のように, 徳川家・藩主・







































の時代区分論 (私案) に従って執筆された, 最初の, 日本図書館史の通史
である｡ ｢図書館文化は図書文化の上に成立しうるものであるから, 図書
文化の歴史的変遷を基盤として, 図書館の歴史的展開を探ろうと試みた。










から時代区分をしたが, ｢一番困ったのは, やはり明治以降です｣38) と述べ
ており, 日本図書館協会の100年史において新しい時代区分が提案される
のかと, ひそかに思い, 期待していたが, いわば天皇制絶対主義体制の











る法令である ｢図書館令｣ 公布の1899 (明治32) までとした。書籍館時代
に続く区切りを1899年 ｢図書館令｣ と1933年 ｢改正図書館令｣ の公布に求
め, ３期とした40)。










図書館時代の間に, もう一つ精密な時代区分として ｢書籍館時代｣ という
ものを提案してみたらどうかと思います。(…中略…) この書籍館時代と
いうものを, まさに断絶と連続をつなぐ時代というふうに位置付けたいわ
けです｣41) と述べ, 岩猿は, 江戸時代までの文庫時代から明治以降の図書
館時代の間に, 書籍館時代を入れ (武家) 文庫時代, 書籍館時代, 図書館
時代とすることにより, 連続していることの実証を試みた。
岩猿は, 文庫時代 (江戸期まで) から図書館時代の移行期として, 書籍




よる言論統制, 新聞紙条例, 讒謗律の制定 (明治８ (1875) 年) により,
新聞が弾圧をうけ新聞縦覧所は衰退し明治10年ころ終焉をむかえる。
3.2 書籍館から図書館へ




3.3 明治32 (1899) 年 図書館令公布








｢明治34 (1901) 年 全国52の図書館そのうち書籍館と称しているのは５
つ, 文庫と称しているのが６館44)。明治20年代ぐらいで, 名称の上からい
うと書籍館から図書館へと, だんだん移り変わっていって, (明治) 32年
の図書館令で一つのピリオドが打たれた。この間を書籍館と小さく時代区
分をしたらどうかということです｣ (岩猿)






して, 明治10 (1877) 年東京帝国大学創立 (法・理・文) 三学部図書館,
明治15 (1882) 年東京専門学校 (早稲田) 図書館, 明治18 (1885) 年中央




研究に委ねている。また, ｢図書館｣ の読みについて：明治13 (1880) 年
文部省は ｢ずしょかん｣, 明治10年東京大学では ｢としょかん｣, ｢書籍館｣






























はない。例として, ベストセラーになった, 福沢諭吉の 『学問のすゝめ』













文 庫 図 書 館
発生・設立の目的 個人 関係者の教養 学問 国策 (国民の教育・教養)
組織・運営 (管理母体) 幕府 藩 私人 国・地方公共団体
資料の所蔵者 (集団) 貴族 僧侶 武家 私人 国・地方
資料内容 漢籍 仏書 儒書 洋書 和漢書 洋書
資料形態 和漢書 和漢書, 洋書
文献 (使用言語) 漢文 国文 蘭語 英仏語 漢文, 国文, 西欧諸語
情報収集の場 昌平黌 藩校 寺子屋
貸本屋 私塾
学校 図書館 (新聞縦覧所)
情報収集媒体 書籍 (版本 写本)
かわら版
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Studies on Japanese Library Management
Philosophy Based on Toshio Iwasaru’s Works
YAMANAKA Yasuyuki
This paper considers the modern historical stream of Japanese libraries.
Most library teachers in this country have the same idea that there is a clear
discontinuity made by Meiji-Ishin (明治維新). On the contrary, Toshio
Iwasaru told that Japanese library history has a just consistent continuous
timeline, and that there is not a break by appearance of Meiji bureaucratic em-
peror-centered government. The author could understand Iwasaru’s opinion.
